






























































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
が、「たいていの
憲法学者より私のほうが考えてきた







































































































0 0 0 0 0 0
に基づいた抵抗は
0 0 0 0 0 0 0 0
、今日のところ
0 0 0 0 0 0
、まだ現れていない






































































































0 0 0 0
、滅んでいった個別学問


















































































0 0 0 0 0
づく信頼性という産業の論理に基づいた思考に回収されてし
































　 現在MOOCの プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 提 供 さ れ て い
るのは、スタンフォード大学発のベンチャー企業である































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
かっているのに
0 0 0 0 0 0 0
、それが止められない
































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、スコラ哲学の
0 0 0 0 0 0
存在論に基づくものだった




































































































































0 0 0 0 0 0 0 0
、大学をめぐる
0 0 0 0 0 0
一つの存在論の試みなのである
























0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、建築術的




































































































0 0 0 0 0 0 0
性と見出されない存在論を何とか見つけ出し
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、大学に付与し
0 0 0 0 0 0
ようという試み






































































































































































































































































































　「<< 本来性 >> という隠語は、言語としての－ただしそ
こにおいてはいっさいの特殊的内容は取り除かれている－
イデオロギーである。この言語が意味を言い立てるとしても、
それは、ハイデガーが死を装わせたあの < 尊厳 > のしぐさ
によってである。< 尊厳 > もまたその本質は、観念論的で
























































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
理ではなく
0 0 0 0 0
、人文学単体の
0 0 0 0 0 0
、人文学がそれによって自分自身
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
を支えることのできる
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、人文学固有の










0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、提示するか
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Features: Governance, Funding, Quality 


















金成隆一 ,2013,『ルポ MOOC 革命　無料オンライン授業の衝撃』, 岩波書店





向上させるために高等教育サービスを購入し ( 学生消費者モデル )、高等教
育サービスは、素材としてのその本人に対して追加の価値を学習成果として
59








































Ulrich Johannes Schneider, 1993, Philosophie und Universität-Historisierung 
der Vernunft im 19.Jahrhundert, Felix Meiner, S.47ff.




















三分法はクリストフ・セラリウス (Christoph Cellarius; 1638-1707) に由来し、
その時から我々の時代である近代と古代の間に横たわる別の時代として中世
（間の時代）は考えられた。


































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、という問いは十分
考慮に値する。この問いに対して、大学の部局としての人文系学部の不可欠
性、あるいは人文的教養の社会的有用性を言い立てることはできよう。しか
し、先に注 3 で述べたように、そこからさらに進んで人文系学部の廃止をも
って研究教育機関としての大学が終焉を迎える、というような主張がなされ
るのだとしたら、それはあまりにも安直かつ自己中心的な態度である。はっ
きり言えば、難解な術語でなされる一見ハイブロウな議論の向こう側に、文
系教員の（それも現在既に専任ポストを得ている者の）雇用と身分だけは保
障したい、という本音なり下心なりが透けて見えるようなら、それは、あま
り見栄えのいいことではあるまい。
